
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１２ 

駅家西小学校 給食室 

1 月１１日（木）～１６日（火）の期間に行われた「ミニ保健」の時間に養護教諭から，睡眠の大切

さについて，栄養教諭から，朝ごはんの大切さについて子どもたちにお話をしました。 

ご家庭でも朝ごはんの大切さについて考えてみていただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２日（金） 

・ごはん ・いわしのかば焼き ・ボイルキャベツ ・豆腐汁 

～節分献立～ 

 ２月３日は節分です。節分とは，季節の変わり目をあらわす日です。 

節分には，病気など悪いことをもたらす鬼が出てくると考えられています。その鬼を追い払うために，「鬼

は外，福は内」と豆まきをし，自分の年齢の数だけ豆を食べる風習があります。 

また，いわしの頭をヒイラギの枝にさして家の入口や台所につるす風習もあります。ヒイラギのトゲとい

わしを焼いたにおいで鬼を追い払います。 

学校給食では、年間計画に基づき、行事食や郷土料理、福山市の新善友好都市の料理など様々な献立を取り

入れています。２月に登場する注目献立をご紹介します。 

２月８日（木） 

・パンプキンパン ・タコボール ・温野菜 ・オニオンスープ 

～リクエスト献立（タコボール）～ 

「たこボール」は毎年のリクエスト献立で人気の高いメニューです。 

たこボールは，たこ，豆腐，キャベツ，ねぎなどを混ぜ合わせ，給食の先生が一つずつ丸め，油で揚げた

料理です。たこは，瀬戸内海でたくさんとれ，広島県では，特に福山市や三原市，尾道市でたくさんとれ

ます。かみごたえがあり，よくかんで食べるとあごが丈夫になります。 

２月２１日（水） 

・もぶりごはん ・炒めなます ・豚汁  

～郷土料理（広島県）～ 

広島の方言で「混ぜる」ことを「もぶる」と言います。 

もぶりごはんは，旬の食べものを甘辛く煮て，その煮汁ごと，ごはんに混ぜて食べる広島の郷土料理です。

昔から，祝い事や人が集まるときに，作られてきました。 


